取扱説明書 


(Daudio-technica® 


コードレスヘッドホン 

ATH-CL350 


お買い上げありびとうございます。ご使巧の前にこの取扱説明書を 
必ずお読みのうえ、正しくご使用ください。また保証書と一織こし） 
つで わすぐ読める場所に保管しておいてください。 


こまを上のごを意 I 


本製品を安全にご使用いただくためのま意事項です。使いかたを誤ると事故び起こることびあります。ご使用前に必ずお読みください。 


この表示は r 取り扱いを誤った場合、 
A ARft 使用をび死 t または重傷を負ラこと 
ZiA IBIW び切迫して生じる可能性びあります」 
を意味しています。 


A 警告 


この表示は r 取り扱いを誤った場合、 
使用者び死 t または重傷を負ラ巧 
能性びあります」を意味しています。 


この表示は r 取り扱いを誤った場合、 
A ミ使用者び傷害を負ラ、または物的損 
な害び発生ずる可能性びあります」を 
意味しています。 


トランス三ッターについて 


ヘッドホンレシーバーについて 


A 警告 

♦付属の AC アダプターむ外使わない 

参水をかけない 

故障、不具合の原因になりまず。 

感電やけびの原因になります。 

♦異常に気付いたら使用しない 

♦本製品に異物(燃えやずい物、金属、液体など） 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷びあった5、すぐに 

を入れない 

コンセントか6抜さ、お買い上げの販売店か当社 

感電、故障や火災の原因になります。 

のサービスセンターに修理を依頼してください。 

♦巧などでおおわない 

•分解や改造はしない 

過熱による火災やけびの原因になります。 

感電、故障や火災の原因になります。 

♦同捆のポリ袋は幼巧の手の届く所や义のそばに 

♦強い衝撃を与えない 

置かない 

感電、故障や火災の原因になります。 

参濡れた手で舰れない 

感電、故障や火災の原因になります。 

事故や火災の原因になります。 

充電式電池に ついて 



A 警告 


♦ちをあまり刺激しない適度な音量でご使巧ください。 
大音量で長時間聴 < と聴力に悪影響を与えることがち 
0まず 

•肌に異常を感じた場合は、ずぐにご使巧を中止してく 
ださし、 

•分解や改造はしないでください 

•ウイングヴポートを部を取りがしたげ態でヘッドホンを 
ご使用にな5ないでください。けがの原因になりまず 


A を巧 

A 警告 

♦付属の巧電器外で巧電しない •液漏れした電池はすぐに取り出ず、液は素手でさねらない 

故障や乂がの原因になります。 発熱や、液漏れによる故障の原因になります。 

•分解や巧造、ノ \ンダ付けはしない ■幼児びなめた場合はずぐに水道水等のをれいな水で十分に 

感電、故障や义災の原因になります。 うびいをし、すぐに医師の診断を受けてください。 

1 -， 枝膚や巧服に巧いた場合は、す C に水で洗い流してください。 

着 趨な通 Dk 人れ め 皮膚に違和感びある場合はずぐに医師の診断を受けて < ださい。 

極性を間違えると、故障の原因 |l なりまず。 .目に入ったときは目をこず！ 5 ず、すぐに水道水等の舌れいな水で 

•火の中に投入しない 十分に洗い、すぐに医師の診断ををけてください。 

破藝や事故の原因になります。 

♦幼巧の手の届く所に置かない 

電池を飲み込んだ場合はすぐに医師の診察を受けて 
ください。窒息や胃などへの障害の恐れびあります。 

♦外装チューブがはびれた電池は使用しない 

故障や火災の原因になりまず。 

A を意 

♦指定の電池む外使用しない 

被障の原因となります。 

♦巧電済みの電池と一度使用した電池、違ラ種類の電池を 
混ぜて使用しない 

液漏れなどによる故障の原因となります。 

■お願い 

のニッケル水素輩池はリサイクルできます。不要になったニッケル水素電刷ま +( フラス)端テにテーフなどを貼り付けて 
g み絶縁してか 5 巧電式電池のリサイクル協力店にお持ちください。 

充電式電池の回収’リサイクルおよび U サイクル協力店については、社団法人電池工業会ホ-ムぺ-ジ 
htt 日:// www.baj.or.jp をご覧ください。 


AC アダプターについて 


A 警告 

A ま意 

♦AC100V 切がの電源には使わない（日本国内専用）♦分解や改造はしない 

過熱による乂災やけがの原因になります。 感電、故障や火災の原因になります。 

♦異常に気付いた 5 使用しない ♦強い衝撃を与えない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷があった5、すぐに 感電、故障や火災の原因になりまず。 

コンセントから抜さ、お買い上げの販売店か当社 •:亟 tir- 壬でをホれ _ な 1 、 

のサービスセンターに修理を巧頼してください。 '感電、ミク障や火災の原因にな0ます。 

♦柿どでおおわない 

♦置三於巳智 - ft "? ふクを差し込むときは 定期的に}式き取る 

根刀;まで稚夫 II 是し?む _ 過熱による火災やけがの原因になります。 

過飄しよる火災仰ブかの原因[しなります。 •っ—ドを引っ張目ず、プラグを持って 

♦コードの上に物を置いたり、敷物や家具などの下に ま〇すぐ巧を差しする 

入れた 0 しない 断線、故障の原因になります。 

断線、故障の原因になります。 

♦長時間使用しないときは、コンセントから巧く 

省エネルギーにご配慮ください。 

♦足に弓1つかかりやずい場所にコードを引き 
回さない 

故障や事故の原因になります。 

•通電中の AC アダプターに長時間 S 虫れない 

低温やけどの原因になることがあります。 

♦直射日光の当たる場所、暖房機器の近く、 
高温を湿やほこりのをい場巧に置かない 

故障や不具合の原因になります。 


〔ほ用上のごま意) 


♦ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書ち必ずお読み < ださい。 
♦接続する際は、必ず音量を最ルにしてください。 

♦強い衝撃をちえないでください。 

♦直射曰光び当たる場所、暖房器具のおく、高温を湿やほこりのをい場所 
に置かないでください。また水がかからないよラにしてください。 


♦本製品は長期間使巧すると、紫外線(特に直射日光)や摩擦により、変色 
することがあります。 

♦本製品に無理な力を加えた状態で放置しないでください。 

変巧さする恐れびあります。 

♦プラグの抜き差しは、本製品の電源を切ってから行なってくださし、。 
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外部電源 
入力端モ 
(DC IN 12 V ) 


が部電源 
入力端テへ 
(DC IN 12 V ) 


L 側 


八ウジング 


ウイングアーム 


下図を参考にヘッドホンの吾部をご確認ください。 


L 側 

ウイングヴポート 
(掘大図参照） 

赤が光受光部 

バッテリーカパ'一 

電源スイッチ 
インジケーター(緑） 


■イヤパッド、ヘッドパッド(ウイングヴポート)のお取り扱いについて 

-ご使用にならない場をは、高温を湿を避け風通しの良い場所に保管して<ださい。 

■イヤパッドやヘッドパッド(ウイングヴポート)は使用やイ呆存で 祟 化します。快適にご使用していただくため1年程度を目安に定期的な交換を行なってください。 
また、 破れるなど 祟 化した 場を は早めに交撰して < ださい。 

本製品の基本性能を維持ずるためにが要な部品(補修用性能部品)の最お保有期間は生産終了後6年でず。 





充電インジケーター(赤） 
赤外光発光部 
電源インジケーター(緑） 



•必ずトランスミッター、ヘッドホンレシーバーの電源と、接続ずる機器の電源を切ってか5作業を行なってください。 
•接続する機器の取扱説明書ちあわせてお読みください。 


①接続する機器のク另.己 mm ステレオジャックのヘッドホン端テとトランスミッター 
の音声入力端テを付属の接続コードでつないでください。※1ぶ 

©付属 AC アダプターの DC 出カプラグをトランスミッターの外部電源入力端テに差 
し込み、 AC アダプターを AC コンセント ( 100 V )に差し込みます。 

機器のヘッドホン端テびゆ 6 . 3 mm 標準端子の場をはプラグアダプター 【¢3 .日 mm ステレオ 
ジャック^の目. 3 ステレオプラグ（別売)】をお巧めください。 

《2 本製品はヘッドホン端モ専巧でず。 ライン出力端子には接続しないでください。音び歪んだり、 
十分な音量び得られないことびありまず。 


' 




音声入力端子 


音声入力端子へ 


ヘッドホン 
端テへ 


電源スイッチ 


の 

広 

、 

の 


ゾ 


ごと。 し一一 * AC コンセント 

テレビ、ステレオなど （100 V ) へ 


①ち図のようにヘッドホンレシーノ （一 L 側ノ V ウジング部のノ くッテリーカノ く一を開けてください。 
③本体の極性表示にをわせて、付属の充電池を2本とを入れてください。 
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ノくツテリーカバ’ 



ウイングサポートの} 広大図 


〔準備 ) 


1. トランスミッターの接続 


ATH - CL 3 已〇システム巧客 J 

本製品をご使用になる前に、下記の内容物が全てそろっているかご確認くださし、。 


•ヘッドホンレシーバ- 
( ATH - CL 3 己 OR ) 



•トランスミッター参単4おニッケル 
( AT 7 曰 0 TX ) 水素巧電池 


( RB 4 H ) 


•AC アダプター •接続コード ( Im ) 

( AD 1203 JLF ) _^而 



参市販の単4形充電式ニッケル水素充電池の充電は、その充電池の説明書、注意書さに従って充電してください。 

誤充電防止のため、本製品では付属充電池外の充電はでさません。 

♦イヤパッドや、付属充電池は消耗品のためな証の対象外になります。交換巧能ですので、販売店でごま文いただくか、当社 
サービスセンターにお問い含ねせください。 . 


る部のち敬) 


2.ヘッドホンレシーノ V ‘一 に電池を入れる 


トランスミッター AT750TX 


ヘッドホン レシーパー ATH-CI_350R 



























































































こ準備つづま） 

3.電池を巧電する 

本製品をお買い上げ時は、付属の巧電池は巧電されておりません。巧めてご使用になるときは巧電地を巧電する必要があります。 


①トランスミッターの2つのフックとヘッドホンレシーバーの L / R の溝を合わせて、しっかりと 
押し込んで<ださい。 

③トランスミッターの電源スイッチを r 日 N 」 か 「 AUTO 」 にしてください。％2 
充電が始まるとトランスミッターの充電インジケーター(赤)が点口します。 

感充電時間は約1己時間です。^3 

充電開始から約1已時間で充電インジケーターが消灯し、充電完了となります。^4 

本製品では付属の充電池のみ充電できます。ショートする可能性びありますので、巿販の乾電池やお電池を使用 
する場を、ヘッドホンレシーノ く一に入れたままトランスミッターに置して巧電しなし巧くださし、。 

市販の乾電池や充電池を使巧し、トランスミッターに置く攝創ま、トランスミッターの電源スイッチを「日 FF 」 にし 
て < ださし、。 

※吕トランス5ッターの電源スイッチび rON 」 と 「 AUT 日」のいずれかを遺おしている場をのみ巧電びでさまず。 r 日 FF 」 
の場合には充電びでさません。 

《3空の巧電池を充電完了にずるための目安の時間です。前回充電した分の電池容量び残っている場合には、短い時間 
で巧電完了にな0ます。 

なお、短い時間で充電完了になってち充電インジケーター(赤)は消口せず、約1巳時間通電状態を維持しまずび、過 
充電になる事はありません。 

充電インジケーターは電池の巧電状態に関わらず開始から約1曰時間で消巧し、充電を終了しまず。 

《4巧電び十分でないと音び歪む場合びありまずび故障ではありません。充電を完了させてか日ご使巧ください。 


〔 ホか光ま光節囲 （範囲内でご使用ください) 




ほいかた 


上か5見た図 



設置 上の ごミ主意 



•本製品はプラズマディスプレイではごな用でをません。 

音び途切れたり、雑音び出る場合びあります。 

♦ヘッドホン レシーバーと トランス S ッ ターの 間に障害物びある 
と、 音声び途切れたりノイズび出る場合びあります。 

その場合は障害物を取り除くか、トランス S ッターを視聴位置 
の目線の高さに設置し、障害物を避けてください。 

♦ U スニングェ U ア内でを、直射曰光び当たる場所、照明器具や 
コードレスマウスなどの近くでは赤が光伝送妨書を到ブ、音声 
び途切れたりノイズび出る場合びあります。 

その場合は、それらを避けた場所に設置してください。 


•ご使用の前にヘッドホンレシーバーに巧電済の電池を入れ、トランスミッターの接続を確認してください。 
•電源を入れる前にヘッドホンレシーバーおよび接続している機器の音量を下ばてください。 

•接続している機器の取扱説明書もあわせてお読みください。 


1.接続した機器の電源を入れる 


接続している機器の電源を入れて音量を調整してください。 

※テレビなど A V 機器のヘッド巧ン端子にトランスミッターを接続し、電源スイッチを 「 AUT 日」の状態にしている場をは、接続 
している機器の音量を歪まない範囲でできる限り大きくしてください。 

接続している機器の音量びかさいとオートパワー日 FF 機能が働き自動的にトランスミッターの電源が切れてしまいまず。 


2.トランスミッター電源スイッチの切り換えを設定ずる 


電源スイッチは r 日 N 」「 AUTO 」 rOFF 」 の3段階の切り換えになっています。 

出荷時の電源スイッチは r OFF 」 の状態になっていますので、使用状況によって切り換えてください。 


rONJ ''.電源日 N モード 

常にトランスミッターの電源び入った状態になります。 


「AUTOJ 


.才ートパワ ー ON / OFF モード 

接続した機器の音声信号が入ると自動的にトランスミッターの電源が入る状態になります。 
また、約2分間音声信号がない状態になると自動的にトランスミッターの電源が切れます。 



入力び巧<なると 


POWER 



POWER 

[ 2 分樹こ消打] 


rOFF 」 電源日 FF モード 

常にトランスミッターの電源び切れた状態になります。 


トランス5ツター電源スイッチ 



ON * AUTO 吟 OFF 

_ J 


トランスミッターの電源び入ると、電源インジケーター(緑)び点むします。 


3.ヘッドホンレシーノ ' C — の電源を入れる 


ヘッドホンレシーパーの電源スイッチを roN 」 にし、インジケータ(緑)が点なするのを 
確かめて、ヘッドホンレシーバーのボ I 」ュームを少し上げます。 


4.ヘッドホンレシーバーのボリュームで音量を調整ずる 


ヘッドホンレシーノ（一のボ U ユームを徐々に上げて音量を調整します。 

※難聴の原因となりますので、大音量でのご使制ま控え、適度な音量でご使席ください。 


ご使用後] 



ご使用禮はヘッドホンレシーバーとトランスミッターの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。電源の切り忘れにごま意ください。 

なお、長時間使用しない場をはトランスミッターの電源スイッチが「日 FF 」 になっていることを確認した後、 AC アダプターを AC コンセントから抜いて 
ください。また、ヘッド巧ンレシーノ く一の電池も抜いてください。 
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DC 12 V (付琴 AC アダプター日本国内専用) 
¢3.已 mm ステレオジゎック 
H 4 己 XW 164 XD 1 10 mm 
約17己邑 


•付属品 

接続コード 03.己 mm ステレオプラグな¢3.已 mm ステレオプラグ1.日 m 

AC アダプター ( AD 12日 3」 LF ) 

単4形ニッケル水素充電池 ( RB 4 H ) X 2 

♦別売品 

増設用ヘッドホンレシーバー ATH - CL 3 己日 R 
イヤパッド(左ち]組） HP-CL 己已 
ヘッドトップ(ヘッド7 くッド付左ち1組） 

充電池に本1組） RB 4 H 
AC アダフター冉 D 1 203 JLF 

接続コード (1. Om ) (改良などのため予告なく変更することびあ0ます。） 


参トランスミッター部 


テクニカルデータ 


♦送夏信システム 

方式 

搬送波周波数 
周波数特性 
赤が光波長 
到達距離 

♦ヘッドホンレシーパ‘一部 

型式 

ドライバー ユニット 
受光センサー 
電源 


連続動作時間 
質量 

外形寸法 


赤外光 FM 変調/ステレオ/ 2周波タイフ 
をチヤンネル： 2.3 MHz ちチわンネル： 2.8 MHz 
20 Hz 〜 22 kHz 
約8巳 Onm 〜900 nm 
正面約 7 m 


オーフンエアーダイナミック型ヘッドホン 
ゆ 40 mm 

し R 各2個.計4個 

DC 2.4 V (単4形ニッケル水素充電地 X 2) 

または 3 V (単4お乾電池 X 2) 

約30時間 

(1 mW +1 mW 出力‘付属の単4形ニッケル水素充電池 RB 4 H 2本使用時) 
約21日呂（電池除く） 

H 227 XW ]67 XD 8 已 mm 


アフターサービスについて 


本製品をご家庭用として、取扱説明やま意書きに従ったご使用において故障した場合、保証書記載の期間•規定により無料修理をさせていただきます。 
お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保証開始日の確認のために保証書と共に大切に保管し、修理などの際は提示をお願いします。 


商品のお問い合わせや故障•修理•パーツ交換のご相談は、お買い上げのお店または当社窓□までお願いしまず。 
また、当社ホームページでもノ くーツ交換や修理に関してお知らせしておりまず。 

詳しくは下記 URL の r サボートー修理について一修理可能製品鄕品ミ主で)一覧ーヘッドホン」をご覧ください。 


•相談•巧□(お聞い合わせ） 


•サービスセンター曲障•修がバーツ巧換） 

電話受付平日9:0日〜17:30(±曰祝、年末年始を除く） 

電話受付平曰目;0日〜17:3日(±曰祝、年末年始を除く） 

函' 0120 -773-4 17 

FAX : 04 吕 -73 白- 9120 

函，01 20-887-416 FAX: 042-739-9120 

(携帯電話 • PHS などのご利用は 

03-6746-0211) 

(携帯電話* PHS などのご利巧は 03-6746-0212) 

E メール： support@audio-technica.co.jp 

E メ ー J レ： servicecenter@audio-technica.co.jp 



♦当社ホームページ 



http://at-listening.jp/repair/iist_headphone.html 


t ホ巧を社が-デザザテク三の 13230627 0 E 

干 1 日 4-86 巨 6 東京都巧田市成瀬 22106 http://www.audio-technica.co.jp 


お手入れのしかた1 

長く使用していただくためにを部のお手入れをお願いいたします。お手入れの際は、アルコール、シンナーなど溶剤類は使用しないでください。 

本体について . 乾いた巧で本体をおいてください。 

イヤパッド、ヘッドパッドについて . ちれは乾いた巧で拭いてください。汗または水が付着すると色落ちする場合がありまず。 

その際は乾いた布でおさ取り、陰干しすることをおすすめします。 


巧障かな？とおった6 


音が出ない 


トランスミッターと AV 機器が正しく接続されていまずか？ 

ヘッドホンレシーバーに単 4 お電池を極性通りに入れましたか？ 

^トランスミッターと AV 磯器の接続を確認してください。 （ P .2 準備） 

一極性を確認してください。 （ P .2 準備） 

接続した機器の電源がオンになっていまずか？ 

ヘッドホンレシーバーの電池が消耗していませんか？ 

^接続した機器の電源を入れて<ださい。 （ P .3 使いかた） 

一電池を巧電してください。または巿販の乾電池に入れ換えてください。 （ P .3 準備 

ヘッドホンレシーバーの電源がオンになっていまずか？ 

接続した機器が再生モードになっていますか？ 

^へッドホンレシーバーの電源を乂れてください。 （ P .3 使いかた） 

ーモードを確認してください。 

モノラルの機器に接続していませんか？ 

接続した機器のボリュームが小さくなっていませんか？ 

^トランスミッターをラジオなどのモノラル仕様の機器に接続する場合、右チャンネ 
ルの音び出ませんので、その堤合はプラグアダプター【ゆ3.已 mm ステレオジャック 
づ03.已 mm モノラルプラグ側売)】をご使用ください。 

ーボ1」ュームを調整してください。 （ P .3 使いかた） 

音が歪んだり、雑音がでる 


プラズマディスプレイを使用していませんか？ 

接続した機器のボリュームを上ばずぎていませんか？ 

^本製品はプラズマディスプレイではご使用できません。 

( P .3 赤が光受光範囲設置上のごま意） 

^接続した機器のボ|」ュームを下げてください。 （ P .3 使いかた） 

ヘッドホンレシーバーのボリュームを上ばずぎていませんか？ 

白熱灯や堂巧打、コードレスマウスなどがヘッドホンレシーパーのずぐ近く 
にありませんか？ 

^雑音びな<なる位置まで離れてお聴を<ださい。 （ P .3 赤が光受光範囲設置上のご注意） 

一接続した機器のボ1」ュームを上げ、適音量までヘッドホンレシーく一の 
ポ1」ュームを下げてご使用ください。 

両方を調整して歪まないところでお聴を<ださい。 （ P .3 使いかた） 

トランスミッターを複数使用していませんか？ 

再生中に音が切れたり、音が出たり出なかったりずる ■ 

^トランスミッターは同時に2台政上使用しないでください。 


正しく設置されていまずか？ 

ーヘッドホンレシーバーの'赤が光受光部を髪の毛でおおわないでください。 

ートランスミッターとヘッドホンレシーバーの間に障害物びある場合は障害物を取り 
除いて < ださい。 

ートランス S ッターとヘッドホンレシーバーの間は 7 m しソ巧でご使用ください。 

ートランスミッターとヘッドホンレシーノ く一の位置や角度を調整し直してください。 
ートランス S ッターホが光発光部とヘッドホンレシーノ く一のホが光受光部をおおわ 
ないよラにご使用ください。 （ P .3 赤が光费光範囲） 

直が日光の当たる場所で使用していませんか？ 

^カーテンなどを閉めて直射曰光び当た6ないよラにするか、直射曰光の当たらな 
い場所でご使用ください。 （ P .3 赤外光受光範囲） 


接続した機器のボリュームを下げずぎていませんか？ 

ートランスミッターの電源切換スイッチび 「 AUTO 」 の堤合、接続した 
機器のボ I 」ュームびかさすぎると、オーくワー OFF 機能び働き、自動的に 
トランス S ッターの電源び切れてしまいます。 

その場含は、接続した機器のボ I 」ュームを大を < するか、トランスミッターの 
電源切換スイッチを r 日 N 」 にしてください。 （ P . 吕使いかた） 

ヘッドホンレシーバーの電地が消耗していませんか？ 

^電池を充電してください。 

充電しても使用時間が短い場合は、 2 本とも新しし傳用単 4 おニッケル水素雲地 
(RB4H) をお取り寄せください。 （ P .2.3 準備） 


法 
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源力形量 
電入が質 
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